トピックス 30号 2003年9月号 by 科学技術動向センター & 科学技術動向研究センター
科学技術トピックス
5Science & Technology Trends   September  2003
生合成する。このプロセスに３種
類のメチル基転移酵素が順番に働
いている。奈良先端科学技術大学
院大学の佐野教授らの研究チーム
は、RNA干渉法（RNAi）とよば
れる技術を用いてコーヒー豆の木
の一種である Coffea canephora を
対象に研究を行い、３種類の酵素
の１つの生成を遺伝子操作により
抑えた。その結果、従来のものよ
りカフェイン含量が50～ 70％低
い苗木が得られた（Nature Vol.423, 
p.823, 2003）。同チームは、このコ
ーヒー豆の木の苗木が成長して、
コーヒー豆をつくり出すまでは確
かでないが、そのコーヒー豆のカ
フェイン含量も低いだろうと考え
ている。カフェインレスコーヒーを
製造する際、カフェインは抽出によ
り除去されているが、このプロセス
はコストがかかり、香りも失われる。
遺伝子操作によりカフェイン含量
をおさえる方法には将来性がある
と同チームは述べている。
　本研究は遺伝子操作によりカフ
ェインレスコーヒー豆をつくるこ
とができる可能性を示したもので
今後の進展が期待される。
（Advanced Synthesis & Catalysis 
Research（ACS化研）
藤原 祐三氏）
Vol.424, pp.35-41, 2003）。それに
よると、Tn-I（アクトミオシン相
互作用阻害成分）、Tn-T（トロポ
ミオシン結合成分）ともに比較的
固い構造のα -ヘリックスが大部
分を占めるが、それらをつなぐ柔
らかい構造のループ領域が存在す
るため、全体的には非常にフレキ
シブル（柔軟）な構造を取ってい
る。また、各成分は密接に結合し、
全体としては大きく 2つの部位
（トロポミオシンへの結合部位と、
調節に関わる可動部位）に分かれ
て、それぞれ独立な機能を営んで
いる。
　わが国で発見され、細胞内カル
シウム濃度による機能調節の研究
の節目となったタンパク質の構造
が、最終的にわが国のチームによ
って解かれたことは記念すべき快
挙と言えよう。
（東京大学医科学研究所
　片山 栄作氏）
膂 遺伝子操作によるカフェ
インの少ないコーヒー豆
の木の苗木がつくられた
　カフェインを含まないコーヒ
ー豆をつくれるようになる可能
性がでてきた。コーヒー豆の木
はカフェインをキサントシンから
膀 カルシウムイオン濃度
調節タンパク質
    心筋トロポニンの結晶
構造が解かれた
　多くの細胞機能が微量の細胞内
カルシウム（Ca）イオン濃度の変
化により調節されていることは周
知の事実である。筋収縮が細胞内
のCaイオン濃度で調節されてい
ることを世界に先駆けて見出し、
そのカルシウム調節の実体である
筋収縮制御タンパク質、トロポニ
ンの存在をつきとめたのは、東京
大学医学部（当時）の江橋とその
チームの功績である。その後の詳
細な研究により、トロポニン（Tn）
はTn-T、Tn-C、Tn-I の３成分に
分けられ、それぞれが収縮調節に
及ぼす役割は明らかにされてきた
が、Tn-C（Ca 結合成分）以外の
Tn-T（トロポミオシン結合成分）
とTn-I（アクトミオシン相互作用
阻害成分）の構造解析は進んでい
なかった。
　このほど理化学研究所播磨研究
所の前田らのチームにより、ヒト
心筋トロポニン複合体のコア部分
のＸ線結晶回折がSPring‐8を用
いて行われ、Caイオン結合型の
原子モデルが発表された（Nature 
科学技術
トピックス
　以下は科学技術専門家ネットワークにおける専門調査員の
投稿（９月号は 2003年８月８日より 2003年９月５日まで）
を中心に「科学技術トピックス」としてまとめたものです。
センターにおいて、関連する複数の投稿をまとめ、また必要
な情報を付加する等独自に編集するため、原則として投稿者
の氏名は掲載いたしません。ただし、投稿をそのまま掲載す
る場合は、投稿者のご了解を得て、記名により掲載しています。
ライフサイエンス分野
科学技術動向　2003 年 9 月号
6
膀  IP 電話導入のインパ
クトが広がる
　今年は IP 電話元年と言われ、
インターネット・サービス・プロ
バイダー（ISP）がブロードバン
ドユーザーに IP電話サービスの
提供を始め、また、大企業が企業
内の内線電話に IP電話を導入す
る例があり、電話通話料のコスト
低減効果に注目が集まっている。
　ISP の IP 電話サービスの通話
料金は、距離に関係ない時間制で
特に遠距離通話が格安となる。ま
た、基本料金はインターネット利
用料金に含まれ、同じ ISPの利用
者であれば、通話は無料である。
　現在の IP電話には IPアドレス
のみが割り振られているので、一
般加入電話からの着信はできない
が、11月から開始される「050サ
ービス」によって IP電話に電話
番号が付けられる。これによって、
一般加入電話や異なる ISP の IP
電話からの通話が可能となり、IP
電話の普及はさらに進むと考えら
れている。
　一方、企業への導入では、既存
のイントラネットの設備を利用し
てその上に内線電話網を構築する
ことが可能であり、構内交換機な
どは不要である。また IP電話機
の低価格化も進み、初期導入コス
トを低く抑えることも可能となっ
てきた。さらに、イントラネット
に無線LANを接続すれば、内線
電話の無線化（IP携帯電話）が可
能で、場所に固定した電話から個
人が携帯する電話に変身できる。
通信機器メーカーは IP電話機を
増産する計画で、2003年度出荷額
は前年比３割増の見込みである。
　しかしながら、IP 電話の本格普
及には、緊急通報やユニバーサル
サービス（国内どこでも適切な料
金で電話を利用可能）の維持問題
などの課題解決が必要である。ま
た、一般加入電話から IP電話へ
のシフトが進むと旧来の通信事
業者は通話料収入が激減する可
能性があり、収益構造に大きな影
響を受ける。過去、通信インフラ
構築を担ってきた旧来の通信業者
は、長期的な通信インフラ投資が
できなくなり、日本の次世代通信
インフラ構築が停滞する恐れがあ
る。現時点では IP電話の多くは
ADSL を利用して提供されてお
り、光ファイバへの置き換えに対
して阻害要因となる危険がある。
　電話がインターネットと統合さ
れることによって、インターネッ
ト上のアプリケーションとの連携
が可能となり、例えば、スケジュ
ール表から電話を移動先の電話
（社内、携帯）へ転送する、外出
先からメールを音声で確認する、
複数ユーザーがパソコンのアプ
リケーションを共有しながら音声
会議をする、相手が在席中、会議
中、外出中などの状態に応じて電
話、電子メールなどを選択して通
信する、など新しい使い方によっ
て業務効率を上げることが可能で
ある。
　このように IP電話は、コスト
低減の利点だけでなく、新しいコ
ミュニケーション手段として発展
していく可能性を持っている。
情報通信分野
用語説明
IP 電話
　音声通信を従来の電話通信網を
介さずインターネットを介して行
うものであり、インターネットに
接続され音声通信機能を持ったＰ
Ｃや、インターネット通信機能を
持った電話機によって通話する。
ナノテク・材料分野
膀 先端材料加工製造技術
国際会議（THERMEC 
’2003）で日本から発表
相次ぐ
　７月７から 11 日までスペイ
ンのマドリッドにおいて、先
端材料加工製造技術国際会
議（International Conference on 
Processing & Manufacturing of 
Advanced Materials；THERMEC 
’2003）が開催された。
　この会議は元々加工熱処理プ
ロセスに関する国際会議として
はじまったもので、今回は、日本
（1988）、オーストラリア（1997）、
米国（2000）に続く第４回会議と
して、ヨーロッパで初めてマドリ
ッド郊外のカルロスⅢ世大学で開
催された。主催者の発表によれば
会議参加者は 750名、投稿論文数
は 800件を越えた。このうち日本
から約 200件の発表があり、全体
の 1/4を占めていたことは特筆さ
れる。
　今回の会議は、鉄鋼、非鉄金属
材料、バイオマテリアルを含む先
端材料の製造プロセス、創製、組
織構造と特性評価ならびにその
応用に関する問題点を重点的に
発表討論することを目的としてい
た。各種金属系材料の創製、組織
構造/特性ならびに応用に関する
材料科学と技術問題に関する最近
の進展を中心に討論が行なわれ、
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膀 カーボンナノチューブ
を用いたナノサイズの
アクチュエータが試作
される
　MEMS（Mi c r o  E l e c t r o -
Mechanical Systems：マイクロメ
ーターサイズの機械システム）よ
り微細なナノメーターサイズのシ
ステムは、NEMS（Nano Electro-
Mechanical Systems）と呼ばれて
近年研究が開始されているが、大
きさに対する表面積の増大などが
影響するため、単なる微細化とは
異なった発想による機械構成の探
索も行なわれている。
　米国カリフォルニア大学バー
クレー校のA.M.Fennimore らは、
シリコンチップ上にカーボンナ
ノチューブを用いたナノメータ
ーサイズのアクチュエータを試
作し、動作させることに成功した
（Nature, vol.424, p.408（2003））。
カーボンナノチューブの新しい使
い方として、捩れに強いことを利
用して回転角の大きな機械的動作
が可能になった。彼らの研究は、
同程度の大きさの有機物（分子）
アクチュエータに比べて、より
広い周波数帯域や温度条件で動作
し、また、真空中や厳しい化学的
環境下でも機械としての耐久性に
優れる部品を目指している。
　このNEMSアクチュエータは、
300～ 500nm程度の大きさで電気
的に動く長方形の金属羽根を、１
本の多層カーボンナノチューブ
の途中に貼り付けてある。この
羽根を取り囲むように、左右に２
個と下部に１個の計３個の固定子
が配置されており、羽根と各固定
子に対して独立に電圧を印加する
と、カーボンナノチューブを捩れ
軸として、金属羽根に±90°の回
転動作をさせることができる。カ
ーボンナノチューブは、羽根の回
転動作の軸心になっていると同時
に、羽根に電気的なコンタクトを
とる導体としての役割も果たして
いる。各印加電圧を制御すること
で羽根の動く方向やスピードを制
御するが、回転性能にはカーボン
ナノチューブの捩りバネ係数やせ
ん断弾性係数といった機械的定数
が大きく影響する。このアクチュ
エータの構造は、原子間力顕微鏡
（AFM）を用いたカーボンナノチ
ューブの移動操作や、走査型電子
顕微鏡（SEM）の基本部分である
電子ビームを使ったリソグラフィ
ー（EB Lithography）といった微
細加工技術を用いて作製された。
　上記論文では、このような微小
アクチュエータの応用分野も提案
されており、例えば、羽根を鏡と
して用いて高速の光スイッチを形
成すると、可視光の波長とほぼ同
じ大きさのスイッチを高集積化で
きることになる。さらに、シリコ
ンチップ上で化学反応を起こさせ
るバイオケミカルチップ上で液体
の流動操作や流速検知に用いるこ
とや、電荷の蓄積した羽根を微小
な電磁発信機構として機能させる
ことも提案されている。
また先端材料としての金属基複合
材料、金属間化合物、インテリジ
ェント/スマートマテリアル等に
関するセッションも設けられるな
ど、テクニカルセッションは５日
間にわたり８セッションが並行す
るプログラムで、広範な材料をカ
バーする国際会議であった。なお、
Proceedings books は５巻 4640 ペ
ージにも達した。
　一般講演では鉄鋼材料（Steels）
に関する発表が最も多く、主とし
て日本の超鉄鋼やスーパーメタル
に見られる様に、熱間圧延急冷プ
製造分野
ロセスを利用した超微細粒組織に
よる材料特性改善機構に関して検
討されており、現在の鉄鋼材料分
野における開発動向の世界的な潮
流を反映しているものと考えられ
る（科学技術動向 2002 年７月号
「特集３：微細結晶粒金属材料の
研究開発動向」参照）。
　また耐熱合金（Super Alloys）
のセッションでは、合金開発が日
本では主としてガスタービン用材
料として進められているが、欧米
では航空機エンジンを念頭に開発
されるなど、材料開発の目的や用
途は各国の競争力を有する製造技
術分野を反映していた。
　金属関係の発表が多かった中
で、エコマテリアル、バイオマテ
リアル、スマートマテリアル等も
セッションテーマとして取り上げ
られており、世界的に普及しつつ
あるエコマテリアルの概念が実効
性を有するためには、ライフサイ
クルでの環境負荷低減、資源循環
性、資源生産性などが重要になる
との発表が相次いだ。
